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メディア、ツールを使いこなせ！

ボランティアコーディネーションに

役立つ広報術

日本財団CANPANプロジェクト
NPO法人ＣＡＮＰＡＮセンター 代表理事
山田泰久
Twitter：@canpan2009
http://www.facebook.com/yamadamay
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本日のスケジュール

09：30 本日の流れ＆趣旨説明

09：40 レクチャー＆ミニワーク

「あらためて情報発信を考える～SNSを活用しよう～」

「特別パネルディスカッション：学生の情報事情！」

11：00 Webアンケート：おススメのツール＆お悩み・質問

11：15 休憩

11：30 実行委員からの事例共有

11：50 みんなで共有：ツールの共有、お悩み相談、質疑応答

12：30 個人ワーク：明日から始めること

12：40 ワークシートの共有

13：00 終了
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趣旨説明

【ボランティアコーディネーター視点の広報】

ボランティアコーディネーターとは

『市民のボランタリーな活動を支援し、その実際の活動においてボラ

ンティアならではの力が発揮できるよう市民と市民または組織をつな

いだり、組織内での調整を行うスタッフ』

◆自らも情報発信

◆広報のお手伝いも活動支援

◆つなぐための情報発信

◆組織内での情報共有
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趣旨説明

＜ボランティアコーディネーターの8つの役割＞

受け止める 市民・団体からの多様な相談の受け止め

求める 活動の場やボランティアの募集・開拓

集める 情報の収集と整理

つなぐ 調整や紹介

高める 気づきや学びの機会の提供

創り出す 新たなネットワークづくりやプログラム開発

まとめる 記録・統計

発信する 情報発信、提言、アドボカシー



×

レクチャー＆ミニワーク

『あらためて情報発信を考える
～SNSを活用しよう～』

5



×プロフィール：山田泰久（やまだやすひさ）

NPO法人CANPANセンター 代表理事

一般財団法人非営利組織評価センター 業務執行理事

寄付月間推進委員会委員

社会的インパクト評価イニシアチブ共同事務局

イシス編集学校（松岡正剛氏主宰） 師範代 Facebook

群馬県高崎市出身、慶應義塾大学文学部卒（フランス文学専攻）。

1996年日本財団に入会。2014年4月、日本財団からNPO法人CANPANセンターに転籍出向。
日本財団とCANPANセンターが合同で実施する「日本財団CANPANプロジェクト」の企画責任
者。主に、ＮＰＯ×情報発信、オンライン寄付、助成金、IT・Web、ノウハウ、出身地などの文
脈でセミナー開催・講師、プロジェクト、情報発信などを実施。

twitter:@canpan2009

Facebook→http://www.facebook.com/yamadamay

← CANPAN講座 http://blog.canpan.info/c-koza/

CANPAN・NPOフォーラム http://blog.canpan.info/cpforum/ →
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CANPANについて
http://fields.canpan.info/

公益団体のための情報発信サイト

• NPOの情報発信プラットフォーム

• 全国規模の助成制度のデータベ
ース

• 助成金申請のための団体情報

• オンライン寄付決済システム

http://fields.canpan.info/
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CANPAN活用の3つのポイント

①今のWebでは、スマホ対応とキーワード検索

→ブログの活用

もしやっていないのなら、広告がないCANPANブログを！

②人が集まる場所で情報開示・発信

→CANPAN団体情報データベース

法人格を問わず、支援者が知りたい情報開示項目

（助成金申請に必要な項目）

③Yahoo!ボランティアの活用

→CANPANトピックス掲載から自動連携

（セミナー、ボランティア募集）
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ＣＡＮＰＡＮ団体情報データベース

2016年度のアクセス数： 訪問者 訪問数 ページビュー

1,355,815 1,805,991 2,962,254

0
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2,000,000
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3,000,000
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訪問者 訪問数 ページビュー

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

• 団体情報データベースに対するニーズが高まっている
• 団体の組織情報（信頼情報）を知りたい
• 多くの活動団体の中から自分にあった団体を探したい
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情報発信のこともやっています。

セミナーだけでは伝えきれないことを本にまとめました。

ＮＰＯのためのＩＴ活用講座

～効果が上がる情報発信術

久米信行 著 山田泰久 著

学芸出版社

四六判・224頁・定価本体1800円＋税

■■内容紹介■■

「お金が足りない」「忙しい」「どんな情報を発信して

いいかわからない」…そんなアナタに、無駄な手間と

コストをかけず、個人・団体としての活用を使い分け、

広報、資金調達、マーケティング、キーパーソンとの

ネットワーキングなど、NPOの業務に劇的な効果を

もたらす方法を、二人の達人が豊富な事例をもとに

お伝えします。
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よい団体とは、

よい活動とよい情報発信を

している団体である。
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①NPOセクターの立場で
→より多くのNPOが情報発信することで、

NPOセクター全体の信頼度をアップする

②市民の立場で
→専門的な情報を必要としている人に情報を届ける
→自ら情報発信できない人に代わって発信する

③団体の立場で
→団体や活動を持続的にするための資源を獲得する

情報開示・情報発信の意義
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なぜ、ＮＰＯは情報発信するのか？

そもそも、NPOやその活動は外から見てわからない存在である。

ＮＰＯの活動は、現場にいないとわからない。

自ら、可視化していかなければいけない宿命

自ら、価値化しなければ伝わらない運命
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SNS

軽く、画面を見てみましょう

Facebook

Twitter

Instagram

YouTube
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ミニワーク：情報発信の状況

グループになって、みなさんの団体、及び個人の情報発信状況を共

有します。

①自己紹介

一人30秒で、自己紹介してください

・お名前 ・団体名 ・主な活動内容

②自己紹介が終わったら、団体の情報発信、個人の状況の共有

・どんなツール（ネットでも、紙でも）？

・どんな内容？
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インターネットの世界

雑誌のようなもの ネットでの雑談

検索して探す ネット上の口コミ

団体で発信 個人で発信

ホームページ
ブログ

ＳＮＳ
ソーシャルメディア
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ポイント①

パソコン とスマホ
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ポイント②

ググる とタグる
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ポイント③

ストック情報 とフロー情報
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ポイント④

組織 と個人
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ポイント⑤

広報 と交報
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ポイント⑥

発信 と共有 と連絡
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ポイント⑦

世代 と趣味嗜好
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ポイント⑧

面白い、楽しい

きれい、かわいい、かっこいい

ほっこり、癒し

役に立つ



×

25

スマホ中心

【個人の使い方】

• スマホで調べる

• スマホで読む

• スマホでシェアする

【世の中の仕組み】

• モバイル・ファースト

• Webよりアプリ

• コミュニケーション・ツール化
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2018年度に意識すること

１）動画の多様化と当たり前化

・動画、動画配信、リアル配信

・ ツールの配信の多様化

２）３画面

→PC画面 スマホのWeb画面 スマホのアプリ画面

３）音声入力の活用
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-1-2 スマートフォン個人保有率の推移
（出典）総務省通信利用動向調
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-1-11 代表的SNSの利用率の推移（全体）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-1-12 代表的SNSの利用率の推移（年代別）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-1-12 代表的SNSの利用率の推移（年代別）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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平成29年版情報通信白書（総務省）より

図表1-1-3-1 パソコンのネット利用時間とモバイルのネット利用時間の推移（場所別）（20代）
（出典）総務省情報通信政策研究所「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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地域のNPOのインターネット情報発信

必須度：★★★
→ネットで情報発信するなら必要最低限押さえておきたい３つのツール
◎ホームページ・・・ネット上のパンフレット
◎ブログ・・・ネット上の会報誌
◎地域のポータルサイト・・・地域の電話帳

必須度：★★
→情報発信・広報に余裕があれば、以下のツールからまずは一つずつ取り組み

たいもの
◎Facebookページ・・・リアルにつながっている人とのコミュニケーションツール
◎Twitter・・・手軽な告知ツール
◎メルマガ・・・会報誌のメール版

必須度：★
→ファンドレイジングや広く会員獲得をしたい時に取り組みたいこと
◎全国規模のポータルサイト・・・全国版のNPOの電話帳
◎YouTube・・・団体のCM動画
◎ブログのさらなる活用・・・専門性をアピール



×各サイトの使い分け

ホームページ・・・ 様々な情報発信のポータルサイト

ネット上のパンフ

ブログ・・・ 団体として活動の記録を残す

「今」の活動を知ってもらう一番ベストなツール

Facebook・・・ 個人のネットワークを広げる

便利なツールとして活用する

団体なら「Facebook広告」

Twitter・・・ 団体としてのお知らせ情報を流す

今、一番使われているSNS

個人では、情報収集のツールとして活用する
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×各サイトの使い分け

Instagram・・・ 写真中心の情報発信

Instagramユーザーの興味関心に合うかどうか

（10～20代の女性中心）

Youtube・・・ 広報より、ノウハウなどのコンテンツ提供

LINE@・・・ メルマガ感覚の情報発信ツール
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メールとLINE

◎メール

・スマホで読むことができるようになった

・メルマガ再活用の流れ

・若い世代はメールを使わなくなった

◎LINE

・メールの代わりにLINE

・LINEをどう活用していくか？

・個別メッセージ、LINE＠、LINEグループ
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SNSのアカウント数

Facebook
・国内月間アクティブユーザー数：2,400万人 ⇒ 2,800万人
（参照元と期間：2015年3月 から 2017年9月）

・月間アクティブ率：53.1% ⇒ 56.1%

（参照元と期間：2014年12月 から 2015年6月）

Twitter
・国内月間アクティブユーザー数：4,000万人 ⇒ 4,500万人
（参照元と期間：2016年9月 から 2017月10月)

・月間アクティブ率：60.5% ⇒ 70.2％
（参照元と期間：2014年12月 から 2015年6月）

※【無料で簡単DL】2018年6月更新！ 11のソーシャルメディア最新動向データまとめ
（ソーシャルメディアラボ） 引用
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SNSのアカウント数

LINE
・月間アクティブユーザー数：7,300万人以上
（参照元：2017年12月期通期決算説明会）

・日間アクティブ / 月間アクティブ率：84％
（参照元：2017年12月期通期決算説明会）

Instagram
・月間アクティブユーザー数：1,600万人 ⇒ 2,000万人
（参照元と期間：2016年12月 から 2017年10月）

・月間アクティブ率：76.7% ⇒ 84.7%

（参照元と期間：2014年12月 から 2015年6月）

※【無料で簡単DL】2018年6月更新！ 11のソーシャルメディア最新動向データまとめ
（ソーシャルメディアラボ） 引用
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おススメのWebサービス

ホームページなら → Jimdo

簡易的なホームページなら→ ぺライチ

ブログなら→ CANPANブログ

ポータルサイトなら→ CANPANサイト

ボランティア・イベント告知なら→ Yahoo!ボランティア（CANPAN経由）

子ども向けイベント告知なら→いこーよ

画像作成なら→Canva
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SNSとは

Social Networking Service（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

◎交流としてのSNS

・Web上で、友達になる

・自分が発信すると、その情報を友達が見る

・友達が発信したものを見る

◎情報のプラットフォームとしてのSNS

・スマホで発信＆受信

・最新の情報が集まっている

・SNS上で発信されたものは、簡単にシェアできる
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SNSで気を付けること

セキュリティに気を付ける

・位置情報

・パスワード管理と乗っ取り

→あやしい人と友達にならない

→あやしいURLはクリックしない

プライバシーを守る

・自分のプライバシー

・相手のプライバシー

暴言・悪口を書かない
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201８年の情報発信

今は「半々時代」

半分は紙、半分はインターネット！
情報発信において、紙もインターネットもそれぞれ大事

紙中心の人にとって紙の情報がなければ、インターネット
中心の人にとってネットの情報がなければ、存在していな
いのと同じ

情報を届けたい人に応じて、ツールを
使いわけざるをえない時代
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紙・リアルからオンラインへ

◎パンフやチラシにQRコード
スマホのカメラ→QRコード→サイトへ

◎QRコードで、イベント参加者へアンケート

（参考記事）
Webマーケティングメディア ferret

QRコードとは？手軽に作れる作成ツールを紹介
https://ferret-plus.com/6051
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インターネット活用のメリット

①タイムリーに情報を伝えたい！

②情報を蓄積できる！

③情報を待っている人がネットの先にいる！
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焼肉屋に
行きたい！
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×

地域の情報を
知りたい！
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×

キーワードで
検索
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インターネットで情報を知りたい人

第1ステップ：そのものを知りたい

第2ステップ：地域の情報を知りたい

【ケース】「発達障害」が気になる親御さん

第1ステップ：発達障害のことを知りたい

第2ステップ：○○市にある発達障害支援団体の情報を知りたい

◎インターネットでの情報が増えれば増えるほど、

細分化された情報（つまり地域の情報）が求められている



×

今ネットで求められているのは

分野×地域で一番詳しい団体

地域で一番の専門性を売りにする

★さらに、その分野の基本的な情報
（初めての人にもわかりやすい）

48



×

49

NPO団体としての情報発信

情報提供 活動紹介 資源獲得
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インターネットでの情報の探し方

①自ら情報を探す人
◇検索ページ（キーワード検索）

◇ポータルサイト（おまとめサイト、リンク集）
自治体や地域のおまとめサイト

②いろんな情報が流れてくる中から興味を持つ
◇ＳＮＳ（ネット上の口コミ、知り合いの口コミ）

◇＃（ハッシュタグ）
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団体としての情報発信

①定期的に継続的に発信する

②なるべく手間をかけずに発信する

③分業体制を作る
・文章を書く人
・写真を撮る人
・サイトにＵＰする人

④紙の会報誌等の原稿をネットにも流用する

⑤広報カレンダー（年間・月間）をつくる
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情報発信力を高める秘訣①

２×３＝６つの団体を見つけ、情報発信のテクニックを学ぶ
• 同じ地域で情報発信の上手な団体を２つ

• 同じ分野で情報発信の上手な団体を２つ

• 寄付集めやサービス提供など、情報発信の目的が同じ、情報発
信の上手な団体を２つ

★情報発信については、地域特性、分野特性、目的特性の３つの
視点で見ることが大事
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情報発信力を高める秘訣②

ターゲット層を意識する

• 誰に、どんな情報を届けて、どんなアクションをしてほしいのかを
考える

• すべての人に理解される情報発信ではなく、情報を届けたい人
を特定して、その人をイメージした情報発信を行う

• ターゲット層がよく見るサイト、使用するツール、情報収集する時
間帯を調査し、情報発信を行う



×誰に情報を届けるか？
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団体のことを
知っている人

団体は知らないけど、
活動の情報を
探している人

地域住民 一般市民

会 員・受益者

• LINEグループ
• Facebookグループ
• メルマガ
• メーリングリスト

• Webサイト
• ブログ
• Twitter

• Webサイト
• ブログ
• メルマガ
• Facebook

• Webサイト
• ブログ
• 紙媒体
• 他者メディア

• Webサイト
• ブログ
• 紙媒体
• 他者メディア
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ネット上で信頼してもらうために

情報開示の意義

◎情報を開示し、提供する

◎情報開示をしているという姿を見せる

信頼の３つのポイント

①団体概要→ 組織運営への信用

②活動→ 活動内容への信頼

③役員・スタッフ→ 人への共感

★団体、活動、人のセットで信頼してもらう
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NPOのWeb系発信ツール

ストック情報

フロー情報

個人 団体

HP

団体
ブログ

facebook
ページ

twitter
公式ｱｶｳﾝﾄ

代表者
ブログ

TWスタッフ
アカウント

TW代表者
アカウント

facebook
個人

検索＆
知名度

ソーシャルネットワーク

◇ストック情報をフローへ
◇公式サイトから
ソーシャルメディアへ

◇団体の情報を個人の
ネットワークへ

スタッフ
ブログ
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キーコンセプト

共感 信頼 問題提起

説明 コミュニケーション アクション

発信内容

発信の目的

団体
スタッフ
個人

参加者

発信主体



×参考：信頼情報の項目

58

①自分たち（団体）は何者なのか？
・団体名、住所、連絡先
・代表者、役員
・設立趣旨、理念、目標、定款
・主な活動内容
・これまでの活動経歴 ・・・etc

②自分たち（団体）は何をしているのか？
・活動目的
・事業計画、年間計画
・活動内容の詳細
・イベント案内
・活動レポート、活動成果

③何にいくらお金を使っているのか？
・収支予算、収支決算
・誰から、どのように、いくらの収入
・何に、どのように、いくらの支出

団体の「基本的な情報」
⇒ストック情報
年に１回更新

団体の「活動・事業情報」
⇒フロー情報
月に１回～年に４回

団体の「財務情報」
⇒ストック情報
年に２回（予算・決算）

※ＣＡＮＰＡＮの団体情報データベースへのリンクがおススメ



×
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発信内容の３つのポイント

共感
・団体の活動を知ってもらい、その必要性を理解してもらう
・活動にかかわる人に興味・関心を持ってもらう

信頼
・団体が「あやしくない」ということを証明する
・団体がより効果的に活動できるということをイメージさせる

問題提起
・知られていない地域や社会の状況や課題を伝える
・地域や社会を変えるための提言を行う



×
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共感に関するキーワード

追体験と感情移入
→追体験：発見と成長の物語
→感情移入：子ども視点と親視点
→登場人物は「受益者」「NPOスタッフ」「支援者（寄付者）」

新しい価値と今まで知らなかった社会課題
→驚きと後悔
→自分も関わりたい、関われる

社会と個人の変化
→個人の変化は過去形・実績で
→社会の変化は未来形・理念で

蓄積型と一発型
→ブログなどの継続的な発信と、イベントなどでの講演の違い



×
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信頼に関するキーワード（基礎編）

「検索ではなく詮索」
（IIHOE[人と組織と地球のための国際研究所]川北秀人さん）

組織概要、事業報告、決算の3点セットは必須

過去情報と最新情報が掲載されている（少なくとも３カ月以内に更
新されている

団体のネットワークの可視化
→外部の団体との連携実績や助成金実績が信頼度向上



×
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信頼に関するキーワード（応用編）

地域／全国／分野の団体情報データベース（ポータルサイト）に登
録し、会年度開始月、決算報告月に更新する

活動情報の蓄積は信頼情報

立ち上げ期の団体は代表やスタッフへの信頼が団体への信頼につ
ながるので個人メディアを活用

組織概要に必要な項目はCANPAN団体情報データベース（※）の
項目を参考に
（※）91機関133の助成プログラムを調査した「2009年助成申請書の団体基礎情

報に関する、地域規模・全国規模助成の比較調査報告書」（IIHOE）に基づく
団体情報項目になっている



×

63

問題提起に関するキーワード（基礎編）

マスメディアが伝えない地域の状況や社会の課題を伝える
→これからは活動団体以外にメディアとしての役割が求められる

• 課題を伝え、解決策を提言する

• 声なき受益者の代弁者

• 見えないものを可視化する

• 事業を通じて見えてきたものについて発信する

• 知ってしまったものの責任→活動するのと同時に情報発信
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問題提起に関するキーワード（応用編）

知見を活用する、専門性を売る
→NPOが持っている専門性が求められ、専門性が武器になる

• 社会を変える情報発信、社会を動かす情報発信

• したい情報発信から、しなければならない情報発信

• 問題が発生したら、その分野の専門家として意見を表明

• 「白書」の形でまとめて発信する



×

NPOの情報発信の役割

⇒社会を変える情報発信

ＮＰＯ 社会
社会的
課題

①活動

②情報開示・発信

社会的関心の高まり
潜在的受益者の発掘
新規活動者の参入

③支援（ヒト・モノ・カネ）

④関心

問題提起＝代弁者
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情報発信の目的

今までは情報発信すること自体が目的だった
これからは目的を意識した情報発信が重要

説明
→団体や活動を知ってもらう、理解してもらうための情報発信（従来
の情報発信）

コミュニケーション
→情報の受け手との関係づくり、関係を深めるための情報発信

アクション
→情報の受け手に対して、寄付やボランティア、イベント参加など
のアクションを誘発させるための情報発信



×
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発信主体のキーワード

公式な発信は団体として行う

団体が発信したものをNPO関係者が個人として拡散する

代表者もしくはNPO関係者が団体としての活動報告の代わりに個
人の業務に関する報告（情報発信）を行う

代表者もしくはNPO関係者が、団体もしくは個人の専門性に関する
情報を発信する

支援者・寄付者・参加者に情報を拡散してもらう、あるいは個人の
立場で団体の紹介をしてもらう
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なぜNPOは情報発信するのか

オープンであること
オープンなところに人や資源が集まる

オープンなところにネットワーキングが生まれる

『ネットワーキングは、自分からオープンにならないとつながってい
きません。自分のことを隠している人のところには、誰も寄ってきま
せん。』

（「市民のネットワーキング」加藤哲夫著11ページより）

市民参加を実現する
みんながみんなを支える社会を目指す

誰もが市民活動に参加できる機会を提供する



×

【特別パネルディスカッション】
学生の情報事情！

～SNS・スマホが当たり前世代の若者に聞く～
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×

70

学生の情報事情！

Q1. パソコンのメールは使っている？

Q2. Twitterは使っている？ その使い方は

Q3. その他に、よく使うSNSは？ その使い方は？

Q４. Facebookは使っている？ そのイメージは？

Q5. イベントなどの情報は、どのように情報収集する？

★自分の場合？ 周囲の友達の場合？



×
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若者に情報を届けるために

◎「若者」という人はいない、「○○に興味関心がある」人がいる
• 興味関心がある人にしっかり情報を届ける
• その人がどのように情報収集をしているのかを理解する

◎スマホが前提
• モバイルファースト
• SNSは、Webではなく、アプリで見る

◎LINEの活用
• 大学生等の若者の会員やイベント参加者1人1人と連絡を取りた
い場合、個人LINEをすることで若者からの返信率アップが期待
できるかも

• LINEグループの活用を研究



×
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若者に情報を届けるために

◎若者の生活スタイルを意識する
• 社会人と比べ通学時間が遅く帰宅時間が早い、夜遅くまでバイト
をしているなど、学生ならではのタイムスケジュールで動いている

• 一般的な通勤ラッシュの時間よりも30分～1時間遅らせて投稿す
る、バイトが終わる12時頃にあえて更新するなど、細かい微調整
がSNS広報で成功する大きなカギとなる

◎各ツールの特性を理解する
• Facebookは、社会貢献に興味関心の高い若者にターゲットを
絞った情報発信として使える

• だからこそ、Facebook広告も効果的
• Instagramを見ている人は、Instagramならではのコンテンツを求め
ている。



×
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若者に情報を届けるために

◎若者から若者へ情報を届けてもらう
• イベントや活動の参加については、ネットの情報より、友達から
誘ってもらって参加するケースが多い

◎Twitterをあらためて活用する
• 写真、リンク、ハッシュタグの活用を研究する
• 興味関心を持ってくれる人をフォローする
• 雑多な情報でもどんどんアップする

いかに彼ら・彼女らの生活圏内に顔を出せるか？

その他の参考情報はこちらのブログ記事で。
【成人の日記念】NPOのための若者のSNS・情報事情（2018年）
http://blog.canpan.info/cpforum/archive/1130
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ブログとFacebook

NPOの情報発信の基本はホームページとブログ

ブログに活動の記録と発信情報を蓄積していくFacebookやTwitter
は、情報拡散と接触回数の増加を目指す

★Facebookを積極的に活用したほうがよい団体

• 全国的な知名度がある

• 団体関係者のFacebookの友達の平均が100人以上

• 情報発信のターゲット層やイベント参加者が20～30代中心

• 頻繁にイベントを開催する



×
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ブログ・Facebookの発信内容のヒント

◎活動や事業
活動紹介、予告、進捗報告、活動レポート、現場リポート、完了報告

◎人物紹介（自己紹介を含む）
代表、理事、スタッフ、ボランティア、支援者、寄付者、参加者、受益
者

◎季節の挨拶
設立記念日のご挨拶、年末、年始、会計年度の年度始め、年度末
の各挨拶

◎イベント
開催案内、講師紹介、イベント詳細、準備状況、リアルタイム中継、
当日の簡単な開催レポートや開催のお礼、開催報告、参加者の感
想



×
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ブログ・Facebookの発信内容のヒント

◎拠点
運営施設や事務所の様子、地域の紹介

◎スケジュール
月間スケジュール、週間スケジュール、本日の予定、空き状況

◎運営
理事会の報告、総会の報告、事業計画、事業報告、採用情報、役
員変更の挨拶、新規スタッフの挨拶、卒業スタッフの挨拶

◎ボランティア
募集情報、ボランティアのお願い、作業の様子、参加のお礼、卒業
ボランティアへのお礼、ボランティアの感想



×
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ブログ・Facebookの発信内容のヒント

◎寄付
寄付のお願い、プロジェクトの紹介、プロジェクトの進捗、追加情報、
寄付の集まり具合、寄付の結果、寄付のお礼、プロジェクトの報告

◎メディア
コラム、エッセイ、メディア取材、取材記事の紹介、ノウハウ提供、専
門性のある解説記事

◎政策提言
政策提言、行政に関する提言、事件が起きた時の意見表明、事件
に関する分野の解説情報

◎団体には直接関係ないが、読者に有益な情報
対象分野の行政情報、パートナー団体の紹介やイベント情報、分野
団体の紹介やイベント情報、海外情報、国内情報、地域情報



×
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ＮＰＯの情報発信で重要なこと：ブログ

①広告がつかない

→みなさんの主義主張と違う広告が出てしまう恐れ

例：拒食症の問題を取り組んでいる団体

ダイエット食品の広告が出てしまうこともある。

②スマホ対応になっている

→スマホからアクセスが当たりまえ

③無料でつかえる

→言わずもがな



×
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ブログで重要なこと

やっているのを知ってもらう

・ホームページ、会報誌、名刺やパンフにURLを掲載する

・ソーシャルメディアで拡散（一言つけて投稿）

・検索ページで見つけてもらう

継続して、定期的に更新する

・記事が貯まると、キーワード検索されやすい

・定期的に訪問してくれるファンができる

・毎週更新を目指す



×
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ブログ記事の基本

＜記事の形式＞

写真＋文章（100～300文字）

写真＋文章のセットを４～５個

＜写真＞

以下のものを必ず入れる

・全体がわかる写真

・人の顔が写っている写真

本日の高野山は天気に恵まれ
ました！１日目、開始式ののち
、リーグ戦が現在行われてい
ます。

開始式には、地元高野町のゆ
るキャラ「こうやくん」が出席し
てくれました
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ブログのテクニック

ブログ名とブログ紹介文

→検索される時の重要ポイント

記事のタイトル

→検索ページでひっかかりやすい

→ソーシャルメディアで流通した時や他のサイトに紹介された時にク
リックしてもらえるようなタイトルをつける

プロフィール

→活動や記事に興味を持ってもらった後に、団体を詳しく知ってもら
う



×
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ブログのテクニック

記事内に検索されやすいキーワードを盛り込む

⇒地名、施設名、イベント名、NPO、分野に関するキーワード

広告表示とスマホ対応

⇒実際にPCやスマホで見て、どう見えるかをチェック

ブログはコメントなしも

⇒あらかじめ方針を決めておく

記事作成者の名前を明記する手法もあり



×
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ブログの運用

1週間に3日、1年間で150記事を目指す

最初は一つの記事に1時間、半年で30分、最終的には15分くらい

記事の文章内容のパターンを作る

ブログを読んでくれる人を具体的に想定して記事を書く



×
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NPO活動とFacebook

個人として、団体として、活用する！

個人として、ネットワークが広がる！

活動を伝えるツールとして活用できる！

団体として、情報を見ている人の属性や反応を確認できる！



×
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Facebookの公式ナビ

「Facebook ナビ」で検索
詳しい機能紹介と操作方法が掲載されている



×
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アンケート「おススメのツール＆お悩み・質問」

スマホでQRコードを読み込んで、アンケートに記入

https://goo.gl/forms/KZYFDnkVBqU8wWUM2

①おススメのツールやサイト、サービス

②広報のお悩み

③広報やツールに関する質問

★スマホをお持ちでない方はコピー用紙に記載してください。

https://goo.gl/forms/KZYFDnkVBqU8wWUM2


×
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実行委員からの事例共有

廣川さん、村上さんの団体では、どのような広報をしているの？

①お二人から、それぞれ、自団体の事例を共有

②山田より、質問、コメント、アドバイス
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みんなでディスカッション

先ほどのWebアンケートの内容をもとに、

みんなでディスカッション

「ツールの共有、お悩み相談、質疑応答」



×

ワークショップ
「インターネットの情報発信で

明日から始めたいこと！」
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×明日から始める！

明日から始める！ ニックネーム

・情報発信やツールについて

講義を聞いて、インターネットの情報発信で明日から始めたい
ことをまとめる
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最後に

ボランティアとSNSということを考えた時に、ボランティア自身のSNS
の活用について、整理をする。

ボランティアを広めるためには、ボランティアとして参加してくれた人
がボランティアの魅力や楽しみ、やりがいなどをSNSで発信してもら
いたい。

一方で、活動内容によっては受益者のプライバシーもあるので、SNS
で勝手に発信をしていいのかどうかを慎重に考える必要があります。

この辺のジレンマを考えていきましょう。



×これからの情報発信
樹木は育成することのない

無数の芽を生み、
根をはり、枝や葉を拡げて

個体と種の保存にはあまりあるほどの
養分を吸収する。

樹木は、この溢れんばかりのの過剰を
使うことも、享受することもなく自然に還すが

動物はこの溢れる養分を、自由で
嬉々としたみずからの運動に使用する。

このように自然は、その初源からの生命の
無限の展開にむけての秩序を奏でている。

物質としての束縛を少しずつ断ちきり、
やがて自らの姿を自由に変えていくのである。

“デンマーク王子アウグステンブルク公にあてた

美学的なことに関する書簡第27号より一部を抜粋“

フリードリヒ・フォン・シラー

横浜／ランドマークタワー
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